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第６章 美術
第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨等
１ 教科目標
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てると
ともに，感性を豊かにし，美術の基礎的能力を伸ばし，豊かな情操を養う。

２ 評価の観点及びその趣旨

美術への関心 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
・意欲・態度

主体的に表現や鑑賞の 感性や想像力を働かせ 表現の技能を身に付け 美術作品や文化遺産な，
創造活動に取り組み， て感じ取ったことや考 造形感覚や感性などを どに親しみ，感性や想
その喜びを味わい，美 えたことなどを基に， 働かせ，自分の表現方 像力を働かせてよさや
術を愛好していこうと 豊かに発想し，よさや 法を創意工夫し創造的 美しさなどを感じ取り
する。 美しさなどを考え，心 に表す。 味わったり，理解した

豊かで創造的な表現の りする。
構想をする。

３ 内容のまとまりごとの評価規準の設定
美術科においては 学習指導要領の内容の Ａ 表現 ( )絵や彫刻などに表現する活動 Ａ表現 ( )， 「 」，「1 2
デザインや工芸などに表現する活動 ，及び「Ｂ 鑑賞の活動」を内容のまとまりとして，これらごとに」
評価規準を作成した。

第２ 内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
Ⅰ 第１学年
１ 学年目標
( ) 楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い，心豊かな生活を創造していく意欲と態1
度を育てる。
( ) 対象を深く観察する力，感性や想像力を高め，豊かに発想し構想する能力や基礎的技能を身に付2
け，多様な表現方法や造形要素に関心をもち，創意工夫し美しく表現する能力を育てる。
( ) 自然や美術作品などについての基礎的理解や見方を広げ，よさや美しさなどを感じ取る鑑賞の能3
力を育てる。

２ 第１学年の評価の観点の趣旨

美術への関心 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
・意欲・態度

自然や身近なもの，美 感性や想像力を働かせ スケッチ，形体や色彩 自然，美術作品や生活
術作品などのよさや美 て，自然や身近なもの の表し方など美術の基 の中の造形などに親し
しさに対する関心をも を観察しよさや美しさ 礎的技能を身に付け， み，感性や想像力を働
ち，意欲的に美術の基 などを感じ取ったり考 造形感覚や感性，想像 かせてよさや美しさ，
礎的能力を身に付けよ えたり，用途や機能を 力などを働かせ，表現 作者の心情や意図と表
うとし，それを生かし 考えたりして，豊かに 意図に合う多様な表現 現の工夫などを感じ取
て楽しく表現や鑑賞の 発想し構想する能力を 方法を創意工夫し，美 り味わったり，生活の
創造活動に取り組み， 身に付け，形や色の構 しく表す。 中の美術の働きなどに
美術を愛好していこう 成などを工夫し，自分 ついて理解や見方を広
とする。 らしく心豊かな表現の げたりする。

構想をする。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
Ａ表現 絵や彫刻などに表現する活動(1) (1)
【学習指導要領の内容】

( ) 絵や彫刻などに表現する活動を通して，次のことができるよう指導する。1
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ア 自然や身近なものを観察し，形や色彩の特徴や美しさなどをとらえスケッチをすること。
イ 対象を見つめ感じ取ったよさや美しさ，想像したことなどを基に主題を発想し，全体と
部分との関係を考えて創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。
ウ 描画における形や色彩の表し方，彫刻などにおける立体としてのものの見方や形体の表
し方，意図に応じた材料や用具の生かし方などの基礎的技能を身に付けること。
エ 自分の表したい感じを大切にして多様な表現方法を工夫し，絵やイラストレーション，
彫刻などに美しく生き生きと表現すること。

【 絵や彫刻などに表現する活動」の評価規準】「(1)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

自然や身近なもののよさや美し ものの見方・感じ方を深め，感 観察しスケッチする力，形体や
さ 表現方法などに関心をもち 性や想像力を働かせて自然や身 色彩の表し方，材料や用具の生， ，
意欲的に美術の基礎的能力を身 近なものを深く観察しよさや美 かし方などの基礎的技能を身に
に付けようとし，それを生かし しさなどを感じ取ったり気付い 付け，感性や想像力，造形感覚
て楽しく表現や鑑賞の創造活動 たりして，想像力を働かせ豊か などを働かせ，表現意図に合う
に取り組み，その喜びを味わい に発想し構想する基礎的能力を 多様な表現方法を創意工夫し，
美術を愛好していこうとする。 身に付け，形や色で美しく生き 美しく表す。

生きと表す表現の構想をする。

【 絵や彫刻などに表現する活動」の評価規準の具体例】「(1)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

・夢や目標をもって楽しく絵や ・ものの見方・感じ方を深め発 ・形や色彩の特徴や美しさなど
彫刻などの活動に取り組み， 想を豊かにする。 をとらえ，自分なりの方法で
その喜びを味わい美術を愛好 ・自然や身近なものを新鮮な見 スケッチをする。
していこうとする。 方や感覚で深く観察し，形や ・描画におけるものの見方，構
・楽しく生き生きと表現してい 色彩の特徴，よさや美しさな 図，形や色彩の表し方，表現
る。 どを感じ取り，想像力を働か 意図に応じた材料や用具の生
・向上しようと創意工夫し努力 せて豊かに主題を発想する。 かし方などの基礎的技能を身
している。 ・楽しさや美しさ，材料の形や に付けている。
・自然や身近なものを深く観察 特徴などから想像力を働かせ ・彫刻などにおける立体として
し，よさや美しさなどを感じ て豊かに発想し構想する。 のものの見方や形体の表し方
取ったり発見したりしようと ・よさや美しさ，生命感，情感 や意図に応じた材料や用具の
する。 などを大切にして，感性や造 生かし方などの基礎的技能を
・自ら継続的に楽しく取り組み 形感覚，想像力などを働かせ 身に付けている。
向上の喜びを味わい，基礎的 自分らしく生き生きとした表 ・感性，造形感覚や美的感覚な
技能を身に付けようとする。 現の構想を練る。 ど働かせ，材料や用具を効果
・創意工夫したり新しいことを ・構図，全体と部分との関係や 的に生かして美しく創造的に
発想したりすることを楽しん バランス，変化と統一などを 表現する。
でいる。 考えて創造的な構成を工夫し ・自分の主題や表したい感じを
・目標や自らの課題意識 主題 構想を練る。 大切にして，生き生きと表現（ ）
をもっている。 ・自分の表現の意図や構想，表 する。
・自分らしくよりよい表現を目 現方法などを自己確認し，よ ・様々な表現方法を工夫し，よ
指して試行錯誤をしつつ創意 りよいものにまとめ上げよう りよいものにしようと創意工
工夫をしようとする。 と創意工夫する。 夫する。
・表現の過程で常に創意工夫し
よりよい表現を追求しようと
する。

Ａ表現 デザインや工芸などに表現する活動( ) ( )2 2
【学習指導要領の内容】

( ) デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことができるよう指導する。2
ア 形や色彩，材料，光などがもたらす性質や感情を理解し，機能的な生かし方を考え，美
的感覚を働かせて美しく構成したり装飾したりすること。
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イ 用途や機能，使用する者の気持ち，材料などから発想し構想を練り，つくり方，意図に
応じた材料や用具の生かし方などの基礎的技能を身に付け，造形感覚を働かせ創意工夫し
てつくること。
ウ 伝えたい内容を図や写真・ビデオ・コンピュータ等映像メディアなどで，効果的で美し
く表現し伝達・交流すること。

【 デザインや工芸などに表現する活動」の評価規準】「(2)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

生活の中のデザインや工芸のよ ものの見方・感じ方を深め、感 デザインがもたらす性質や感情
さや美しさ，造形要素，表現方 性や想像力を働かせて用途や機 を理解し，つくり方や意図に応
法などに関心をもち，意欲的に 能，使用する者の気持などを考 じた材料や用具の生かし方など
美術の基礎的能力を身に付けよ え，豊かに発想し構想する基礎 の基礎的技能を身に付け，感性
うとし，それを生かして楽しく 的能力を身に付け，形や色彩， や想像力，造形感覚などを働か
表現や鑑賞の創造活動に取り組 材料などの構成を工夫し，美し せ，創意工夫し，美しく表す。
み，その喜びを味わい美術を愛 く心豊かな表現の構想をする。
好していこうとする。

【 デザインや工芸などに表現する活動」の評価規準の具体例】「(2)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

・夢や目標をもって楽しくデザ ・ものの見方・感じ方を深め発 ・用途や機能，使用する者の気
インや工芸などの活動に取り 想を豊かにする。 持ちを考え，他者への思いや
組み，その喜びを味わい美術 ・生活の中のデザインや工芸な りの心に基づいて創意工夫し
を愛好していこうとする。 どを基に感性や美的感覚を働 て表現する。
・生き生きと楽しく表現してい かせてよさや美しさ，用途や ・造形要素に対する感性を高
る。 機能，使用する者の気持ちを め，その性質を理解し表現に
・向上しようと努力している。 考えて発想する。 生かす。
・生活の中のデザインや工芸な ・材料のもつ性質や特質を理解 ・造形要素を豊かな美的感覚で

， ，どに関心をもち，感性や美的 し自分らしい発想をする。 選び出し 美しく構成したり
感覚を働かせてよさや美しさ ・必要や表現意図に応じて材料 デザインする。
などを感じ取ろうとする。 や用具を生かす構想をする。 ・材料や用具の特性や生かし
・見る人や使う人の気持ちや条 ・映像メディアを利用し，自分 方，使い方，つくり方などの
件などを考え，人に優しい心 の表現意図に応じて美しく効 基礎的技能を身に付けてい
豊かなものをつくろうとして 果的な表現を構想する。 る。
いる。 ・自分の表現意図や構想、表現 ・創意工夫してつくる。
・目標や自らの課題意識 主題 方法などを自己確認し、より ・伝えたい内容を映像メディア（ ）
をもっている。 よいものにまとめ上げようと などで効果的で美しく表現,
・自ら進んで発想・構想の能力 しよう創意工夫する。 する。
や表現の基礎的技能を身に付
けようとする。
・自分らしくよりよい表現を目
指して試行錯誤をしつつ創意
工夫をしようとする。

Ｂ鑑賞の活動( )3
【学習指導要領の内容】

鑑賞の活動を通して，次のことができるよう指導する。
ア 想像力を働かせ，美術作品や児童生徒の表現などに表された作者の心情や意図と表現の工
夫を感じ取り，作品の見方を広げ，多様な表現のよさや美しさなどを味わい，鑑賞に親しむ
こと。
イ 生活の中のデザインや伝統的な工芸を鑑賞し，豊かな発想と工夫，美と機能性の調和，作
品に託された願いと造形的なよさなどに気付き，生活におけるデザインや工芸の働きについ
て理解すること。
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【 Ｂ鑑賞の活動」の評価規準】「

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

自然，美術作品や生活の中の造形などの鑑賞に 感性や想像力を働かせ，作者の心情や意図と表
親しみ，意欲的によさや美しさなどを味わった 現の工夫，多様な表現のよさや美しさなどを感
り作品などに対する理解や見方を広げたりし じ取り味わい，美術作品や生活の中の造形など
て，その喜びを味わい，美術を愛好していこう について見方を広げたり，生活における美術の
とする。 働きについて理解したりする。

【 鑑賞の活動」の評価規準の具体例】「

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

・鑑賞することを楽しんでいる。 ・感性や想像力を働かせて，自分の見方や感じ
・自然，美術作品や児童生徒の表現などに親し 方で作者の心情や意図と表現の工夫，よさや
み，そのよさや美しさ，鑑賞の喜びなどを味 美しさなどを感じ取る。
わおうとする。 ・いろいろな見方や感じ方や発想の仕方，知識
・生活の中のデザインや伝統的な工芸などに親 等を学び取り，多様な表現のよさや美しさな
しみ そのよさ美しさなどを味わおうとする どを感じ取り味わう。， 。
・美術作品や生活の中の造形などに対する見方 ・生活の中に美術が様々に用いられていること
を広げ，様々な作品などを意欲的に鑑賞し， や美と機能性とのかかわりに気付き，その働
美術を愛好していこうとする。 きについて理解する。

Ⅱ 第２学年及び第３学年
１ 学年目標
( ) 主体的に美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を深め，心豊かな生活を創造していく意欲と1
態度を高める。
( ) 対象を深く見つめる力，感性や想像力を一層深め，独創的・総合的な見方や考え方を培い，豊か2
に発想し構想する能力や自分の表現方法を創意工夫し創造的に表現する能力を伸ばす。
( ) 自然，美術作品や文化遺産などについての理解や見方を深め，心豊かに生きることと美術とのか3
かわりに関心をもち，よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を高める。

２ 第２学年及び第３学年の観点の趣旨

美術への関心 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
・意欲・態度

自然や身近なもの，美 感性や想像力を働かせ 感じ取ったことや心の 自然，美術作品や生活
術作品などのよさや美 て，対象やものごとを 世界などをスケッチに の中の造形，美術文化
しさ，美術文化や文化 深く見つめよさや美し 表し，想像力や創造的 や文化遺産などに親し
遺産などに対する関心 さなどを感じ取ったり な技能などを働かせ， み，感性や想像力を働
を高め，自分のよさを 考えたり，用途や機能 表現意図に合う新たな かせてよさや美しさ，
生かして表現や鑑賞の を考えたりして，独創 表現方法を研究するな 作者の心情や意図と表
創造活動に主体的に取 的で豊かな発想をし， どして創意工夫し，創 現の工夫，創造力の豊
り組み，美術を愛好し 心豊かで創造的な表現 造的に表す。 かさなどを感じ取り味
心豊かな生活を創造し の構想をする。 わったり，理解や見方
ていこうとする。 を深めたりする。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
Ａ表現 絵や彫刻などに表現する活動( )1 (1)

【学習指導要領の内容】

( ) 絵や彫刻などに表現する活動を通して，次のことができるよう指導する。1
ア 対象を深く見つめ感じ取ったこと，考えたこと，夢，想像や感情など心の世界をスケッ
チに表すこと。
イ 主題を発想し，スケッチなどを基に想像力を働かせ，単純化や省略，強調，構成の仕方，
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材料の組合せなどを工夫し，心豊かな表現の構想を練ること。
ウ 日本及び諸外国の作品の独特な表現形式や構成，技法などに関心をもち，自分の表現に
合う新たな表現方法を研究するなどして創造的に表現すること。
エ 表したい内容を漫画やイラストレーション，写真・ビデオ・コンピュータ等映像メディ
アなどで表現すること。

【 絵や彫刻などに表現する活動」の評価規準】「(1)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

自然や身近なもの，美術作品な 感性や想像力を働かせて感じ取 感じ取ったことや想像したこと
どのよさや美しさ，独特な表現 ったことや考えたこと，夢や心 など心の世界をスケッチに表し
方法などに関心を深め，夢や目 の世界などを基に，単純化や省 たり，主題を基に想像力や創造
標をもち，自分のよさを生かし 略，強調するなどして独創的で 的な技能などを働かせたり，様
て創造活動に主体的に取り組み 豊かな発想や構成を工夫し，心 々な表現形式や構成，技法など
自己実現の喜びを味わい，美術 豊かで創造的な表現の構想をす 新たな表現方法を研究したりし
を愛好し心豊かな生活を創造し る。 て，創意工夫し創造的に表す。
ていこうとする。

【 絵や彫刻などに表現する活動」の評価規準の具体例】「(1)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

・夢や目標，課題意識をもって ・感性や想像力を深く働かせて ・対象を深く見つめ感じ取った
絵や彫刻などの創造活動に主 対象などの内面的価値などを ことや心の世界などを，自分
体的に取り組み，自己実現の 感じ取り主題を発想し，スケ の表現方法を工夫してスケッ
喜びを味わい美術を愛好して ッチなどを基に想像力を広げ チに表す。
いこうとする。 豊かな構想をする。 ・多様な表現方法や材料などの
・対象を深く見つめ，意欲的に ・夢や想像などから心豊かな表 生かし方を工夫し創造的に表
内面的価値を感じ取ろうとす 現の構想をする。 現する。
る。 ・独創的･総合的なものの見方 ・日本及び諸外国の独特な表現
・自分らしいスケッチの表現の や考え方をして豊かな発想･ 形式や構成，技法などのよさ
仕方を創意工夫しながら継続 構想をする。 を生かしたり，新たな表現方
的に親しんでいこうとする。 ・単純化や省略，強調，構成の 法を研究したりして多様な工
・自然や身近なもの，美術作品 仕方，材料の組合せなどを工 夫をし創造的な表現の幅を広
などのよさや美しさ，独特な 夫して心豊かな表現の構想を げる。
表現形式や表現方法などに関 練る。 ・自分の経験や知識，想像力な
心を深くもっている。 ・表現の過程を通して自己確認 どを生かし，創意工夫して独
・自ら進んで創造的な発想・構 をし，より創造的な表現を目 創的な表現方法やダイナミッ
想をし，自分らしくよりよい 指して創意工夫･修正をする クな表現を工夫する。。
表現を創造しようとようと試 ・表したい内容を漫画やイラス
行錯誤を重ねながら工夫しよ トレーション，映像メディア
うとする。 等の特質を生かして，楽しく
・身に付けた能力や感性，造形 わかりやすく表現する。
経験，自分のよさなどを生か
して美術を愛好し，心豊かな
生活を創造していこうとす
る。
・自分の作品に愛着をもち，大
切にする。

Ａ表現 デザインや工芸などに表現する活動(2) (2)
【学習指導要領の内容】

( ) デザインや工芸などに表現する活動を通して，次のことができるよう指導する。2
ア デザインの効果を考え，形や色彩，図柄，材料，光などの構成を簡潔にしたり総合化し
たり，取り合わせを工夫するなどして，美しく心豊かなデザインをすること。
イ 使用する者の気持ちや機能，夢や想像などから独創的に発想し，造形的な美しさ，材料
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や用具の生かし方などを総合的に考え，創意工夫してつくること。
ウ 伝えたい内容をイラストレーションや図，写真・ビデオ・コンピュータ等映像メディア
などで，分かりやすく美しく表現し，発表したり交流したりすること。
エ 身近な環境について， 安らぎや自然との共生などの視点から心豊かなデザインをするこ
と。

【 デザインや工芸などに表現する活動」の評価規準】「(2)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

生活の中のデザインや工芸，独 夢や想像，使用する者の気持ち 造形感覚，感性や創造的な技能
特な表現方法などに関心を深 や機能，自然との共生，デザイ を働かせ，形や色彩，材料や用
め，夢や目標をもち，自分のよ ンの効果などを考え，感性や想 具の効果的な生かし方などを総
さを生かして創造活動に主体的 像力を働かせ独創的・総合的に 合的に考え，表現意図に合う表
に取り組み自己実現の喜びを味 考えて豊かな発想や構成を工夫 現方法を創意工夫し，美しく創
わい，美術を愛好し心豊かな生 し 心豊かな表現の構想をする 造的に表す。， 。
活を創造していこうとする。

【 デザインや工芸などに表現する活動」の評価規準の具体例】「(2)

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能

・夢や目標，課題意識をもって ・使用する者の気持ちや機能， ・用と美の調和について感性や
デザインや工芸などの創造活 調査などから得た情報，夢や 美意識，造形感覚などを豊か
動に主体的に取り組み，自己 想像などから豊かに発想す に働かせ，効果的で美しい表
実現の喜びを味わい美術を愛 る。 現をする。
好していこうとする。 ・他者の発想や表現を知り，そ ・日本及び諸外国の独特で美し
・デザインの効果や構成の仕 のよさなどを生かして自分ら い表現方法や構成，技法など
方，創意工夫の仕方に関心を しく豊かな発想をする。 に関心をもち，そのよさや美
もつ。 ・独創的・総合的なものの見方 しさを表現に生かす。
・デザインや工芸などに関心を や考え方，自分らしい造形感 ・材料の特性を考え吟味し，表
もち感性を働かせ創造活動に 覚の生かし方などをして豊か 現に生かす。
主体的にかかわろうとする。 に発想し構想する。 ・表現意図と表現の方法や技法
・自然や美しいものに素直に感 ・自然の中に見出せる形や色 との適否，美しさなどを総合
動したり，独特な表現方法な 彩，仕組みなどからヒントを 的考えながら自分らしく創造
どに関心を深くもち，それを 得たり想像力を働かせて見立 的な工夫をして表現する。
表現に生かそうとする。 てたりして斬新で独創的な発 ・伝達するための多様な表現方
・多様なものの見方をもって発 想・構想を練る。 法を理解し，自分の伝えたい
想し，心豊かなデザインを創 ・伝統工芸や伝統文化などから 内容に合う方法を選択する。
意工夫しようとする。 造形的なよさや美しさ，創造 ・伝えたい内容や情報を映像メ
・試行錯誤を通して自分らしい 力の豊かさなどを味わい，そ ディアなどで相手に分かりや
表現を創意工夫し創造しよう れを生かして豊かに発想し構 すく美しく表現する。
とする。 想を練る。 ・独創的な表現方法やダイナミ
・他者を思いやってデザインを ・材料を吟味しその持ち味を大 ックな表現を工夫する。
しようとする。 切にし，生かし方を考えて発
・他者の表現のよさに気付き自 想し構想する。
分の表現に生かそうとする。 ・安らぎや自然との共生の視点
・創意工夫し創造的な発想・構 から環境を考え，人間と自然
想や自分らしい表現をしよう が共生できる心豊かな環境の
する。 デザインを構想する。
・身に付けた能力や感性、造形
経験，自分のよさなどを生か
して美術を愛好し，心豊かな
生活を創造しようとする。
・自分の作品に愛着をもち、大
切にする。
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Ｂ鑑賞の活動(3)
【学習指導要領の内容】

鑑賞の活動を通して，次のことができるよう指導する。
ア 作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを理解し見方を深め，作品に対する自分の価
値意識をもって批評し合い，よさや美しさを幅広く味わうこと。
イ 日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べたり，それらの作品を鑑賞したりして，日
本の美術や文化と伝統に対する理解と愛情を深め，美術文化の継承と創造への関心を高める
こと。
ウ 日本及び諸外国の美術の文化遺産を鑑賞し，表現の相違と共通性に気付き，それぞれのよ
さや美しさ，創造力の豊かさなどを味わい，文化遺産を尊重するとともに，美術を通した国
際理解を深めること。
エ 現代及び文化遺産としてのデザインの洗練された美しさなどを感じ取り，自己の美意識や
美的選択能力を高めること。
オ 美術作品や生活の中の造形に取り入れられている自然のよさや美しさ，素材の生かし方な
どを感じ取り，自然や生活と美術との深いかかわりを理解すること。

【 Ｂ鑑賞の活動」の評価規準】「

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

自然，美術作品や生活の中の造形，美術文化や 感性や想像力を働かせて，よさや美しさ，作者
文化遺産などの鑑賞に親しみ，美術文化の継承 の心情，創造力の豊かさ，自然や生活と美術と
と創造，心豊かに生きることと美術とのかかわ のかかわりなどを感じ取り深く味わったり，自
りなどに関心をもって鑑賞する喜びを味わい， 分の価値意識をもって批評し合ったり，日本及
美術を愛好し心豊かな生活を創造していこうと び諸外国の美術作品の特質，美術文化や文化遺
する。 産などの特質，文化と伝統などについての理解

や見方を深めたりする。

【 Ｂ鑑賞の活動」の評価規準の具体例】「

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

・鑑賞する喜びを味わい，自然や生活と美術と ・感性や想像力を働かせて，自分の価値意識を
の深いかかわりを理解し，美術を愛好し心豊 大切にしながら美術作品や文化遺産等のよさ
かな生活を創造していこうとする。 や美しさなど感じ取り味わったり，批評し合
・作品や作者、美術文化や歴史などに興味をも ったりする。
ち自ら調べたり、いろいろなものを意欲的に ・作者の心情や意図，創造的な表現の工夫など
鑑賞しようとしたりしている。 を感じ取り理解し見方を深める。
・自然，美術作品や生活の中の造形，美術文化 ・自然や生活の中の造形的なよさや美しさを深
や文化遺産などを鑑賞し，そのよさや美しさ く感じ取り，生活を心豊かにする美術の働き
創造力の豊かさなどを感じ取り味わい，美術 について理解する。
を愛好していこうとする。 ・生活の中の造形物を観察し，デザインの洗練
・美術文化や文化遺産など対する関心を高め， された美しさなどを感じ取り美的選択能力を
そられを尊重し 国際理解を深めようとする 高める。， 。

・日本の美術の概括的な変遷や作品の特質につ
いて課題をもって調べたり理解したりする。
・様々な美術作品，美術文化や文化遺産などを
鑑賞し，その特質や相違と共通性に気付き，
美術文化とそれを通した国際理解を深める。
・文化や伝統として受け継がれてきた独自の美
意識や創造的精神などについて理解し，もの
の見方や感じ方を深める。


